
保健医療研究は質から量の時代へ

•そして臨床は量から質の時代へ

あまねく、均質のサービスが量的に全国各地
のあらゆる人々に行き渡ることを目指す時代か
ら、必要な保健医療は確保しつつ質と効率の
向上を絶え間なく目指す時代への転換。

デジタルデータ量は「ゼタ」の時代へ

2010年に全世界で生成・複製されたデジタルデータ量は1200エクサバイト（1エクサバ
イト＝10億ギガバイト），それが15年には8500エクサバイト，20年には4万エクサバイト
（40ゼタバイト）に達する見込み．

「ビッグデータ」関連医学論文の動向 医療・福祉は発散から統合の時代へ

•専門性から相互連携の時代へ

サービスや知見、制度の細分化・専門化を進
め、利用者の個別課題へ対応する時代から、
関係するサービスや専門職・制度間での価値
やビジョンを共有した相互連携を重視し、多様
化・複雑化する課題への切れ目のない対応を
する時代への転換。
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少子高齢化で大きく変わる人口構造
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